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新
潟
テ
ル
サ
で
は
、
３
月

21
・
24
日
に
開
催
す
る
「
芸
能

文
化
祭
」
の
ス
テ
ー
ジ
出
演
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

音
楽
、
舞
踊
・
ダ
ン
ス
な
ど
、

広報テレビ　さわやか新潟（BSN 第１土曜11:00～11:30）※手話通訳付き　新潟市政ニュース（NST 毎週日曜8:55～9:00） すこやか新潟（TeNY 毎週日曜11:25～11:30）※手話通訳付き　にいがた子どもの広場（NT21 毎週日曜17:55～18:00）

児 童 セ ン タ ー
申し込み �は同センター（�246-771
5）、�は当日直接同センターへ　※月
曜休館（祝・休日の場合は翌日）、幼児
は保護者同伴
�ジャンボカルタ大会
日時 １月５日午後１時半～３時
対象 小学生先着30人
�工作教室「４コマまんがをつくろう」
日時 １月12日午後１時半～３時半
対象 小学生先着20人　参加費 150円
�百人一首で遊ぼう
日時 １月19日午後２時～３時半
対象 小学生先着20人
�おはなしの部屋（絵本の読み聞かせ）
日時 １月20日午後２時～３時
対象 幼児・小学生
�幼児ルーム
期日・内容 １月23日新聞紙で遊ぼう、
30日豆まき会　時間 午前10時半～11時半
対象 １歳半以上の未就園児と保護者
�なわとび初心者講習会
日時 １月26日午前10時半～正午
対象 小学生先着20人
�折り紙の部屋
日時 １月27日午後２時～３時
対象 幼児・小学生　参加費 50円

リ レ ー ア ー ト 展
日時 12月22日～24日午前10時～午後７時
会場 ヒール・ザ・ワールド・インステ
ィテュート新潟支部（東幸町）
問い合わせ 伊藤（�241-0815）へ住まいの無料相談会

日時 12月18日午前10時～午後３時
会場 建築国保会館（川岸町３）
相談内容 住宅の新・増・改築、ほか
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 新潟地域住宅相談協議会（�
266-6650）へ

市役所周辺駐車場案内
周辺駐車場の混雑が予想される日
期　日 時間帯 期　日 時間帯

12/16・20 午後 12/23・24 午後
12/18・21 夜 12/25・27 夜
12/19 午後・夜

女性の健康なんでも相談
日時 １月25日午後１時45分から
会場 東地域保健福祉センタ－
申し込み 保健所保健予防課（�内線36
43）へ　※予約制

西地区親善バドミントン大会
日時 １月27日午前９時から
会場 西総合スポーツセンター
種目 男女別ダブルス（A・B・C・初級）
参加費 １チーム1,600円
申し込み １月10日までに鈴木（�262-
0404）へ

引きこもりＫＨＪにいがた「秋桜の会」
日時 12月23日午後１時～４時半
会場 総合福祉会館　参加費 500円
問い合わせ 岸本（�0256-35-4076）へ

マタニティおすすめ栄養教室
日時 １月21日午後１時15分～同30分受
け付け　
会場 中央地域保健福祉センタ－　
内容 妊娠中の食事のポイント、調理実
習と試食、ほか　定員 先着30人
申し込み 保健所保健予防課（�内線36
43）へ遺 伝 相 談

日時 １月11・25日午後２時半から
会場 中央地域保健福祉センター
申し込み 保健所保健予防課（�内線36
43）へ　※予約制

児童ポルノ、児童売春のない世界をめざして
日時 12月21日午後６時～８時50分
会場 万代市民会館
内容 パネルディスカッション、ほか
参加費 一般1,000円、中学・高校生300円
問い合わせ 新潟ヘルプの会（�228-22
12）へ

県 民 福 祉 協 会
申し込み 同協会（�282-2000）へ
�文化教室
コース　生け花、ペン字、茶道、筝曲、
着付け、書道 定員 各コース先着25人
�奨学金貸し付け
対象 県内の全日制高校に進学を希望す
る人10人　貸付金額 月額15,000円
申込期限 １月31日

中途失聴・難聴会
日時 きょう16日午後１時から
会場 総合福祉会館
問い合わせ 佐野（�・FAX266-6163）へ

今
回
は
、
に
い
が
た
マ
ン
ガ

大
賞
の
実
行
委
員
会
会
長
を
務

め
る
土
田
雅
之
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

テ
レ
ビ
局
に
勤
務
す
る
土
田

さ
ん
の
故
郷
は
大
阪
。
仕
事
の

都
合
で
新
潟
に
移
り
住
ん
で
16

年
に
な
り
ま
す
。

「
マ
ン
ガ
に
不
可
能
は
あ
り

ま
せ
ん
。
テ
ー
マ
は
限
り
な
く

広
く
、
表
現
方
法
や
構
成
、
演

出
な
ど
に
制
約
が
な
い
自
由
な

世
界
だ
か
ら
で
す
」
と
、
マ
ン

ガ
へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

�
手
塚
治
虫
全
集
４
０
０
巻
�

を
所
有
し
て
い
る
な
ど
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
土
田
さ
ん
は
、

チ
ョ
ー
が
付
く
ほ
ど
の
マ
ン
ガ

好
き
。
小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
時
間

が
あ
れ
ば
マ
ン
ガ
本
を
読
ん
で

い
る
そ
う
で
、
「
水
島
新
司
先

生
が
描
い
た
『
男
ど
ア
ホ
ウ
甲

子
園
』
は
、
舞
台
が
出
身
地
の

関
西
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
大
好

き
で
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
は
、

平
成
９
年
に
開
催
さ
れ
た
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環

と
し
て
、
水
島
さ
ん
を
は
じ
め

全
国
で
活
躍
す
る
本
市
出
身
の

漫
画
家
の
協
力
に
よ
り
実
施
し

た
マ
ン
ガ
コ
ン
テ
ス
ト
が
き
っ

か
け
。
マ
ン
ガ
創
作
を
通
し
て

豊
か
な
創
造
性
を
培
っ
て
も
ら

お
う
と
、
翌
10
年
か
ら
始
ま
り
、

土
田
さ
ん
は
第
１
回
目
か
ら
実

行
委
員
長
と
し
て
運
営
や
審
査

な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
今
年
は
、
最
終
選
考
に

残
っ
た
作
品
以
外
に
も
数
多

く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
児
童
・
生

徒
の
作
品
は
、
市
が
こ
ど
も

マ
ン
ガ
講
座
を
開
催
し
た
こ

と
も
あ
り
、
レ
ベ
ル
の
向
上

は
著
し
く
、
選
考
も
年
々
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、

子
ど
も
た
ち
の
技
量
に
は
驚

く
ば
か
り
だ
そ
う
で
す
。

「
コ
ン
テ
ス
ト
な
の
で
人

に
見
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識

し
た
作
品
を
応
募
し
て
ほ
し

い
」
と
応
募
に
際
し
て
の
心

構
え
を
話
し
「
来
年
は
今
ま

で
見
た
こ
と
も
な
い
作
品
が

届
く
の
を
待
っ
て
い
ま
す
」

と
期
待
い
っ
ぱ
い
に
土
田
さ

ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

土田雅之さん

「
に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
」

の
最
終
審
査
会
が
12
月
４
日
行

わ
れ
、
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し

た
。４

回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今

年
の
マ
ン
ガ
大
賞
に
は
、
２
２

４
人
・
２
６
０
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
出
身
の

漫
画
家
・
水
島
新
司
さ
ん
を
迎

え
て
行
わ
れ
た
最
終
審
査
の
結

果
、
に
い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
に

麻
生
弥
さ
ん
（
23
、
福
島
県
）

が
、
こ
ど
も
に
い
が
た
マ
ン
ガ

大
賞
に
は
、
さ
や
さ
ん
（
入
舟

小
６
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

審
査
会
後
、
水
島
さ
ん
は
「
今

年
も
、
わ
た
し
の
想
像
を
超
え

る
作
品
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
大

会
か
ら
は
プ
ロ
が
誕
生
し
て
お

り
、
審
査
を
担
当
す
る
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
も
誇
り
に
思
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

大
賞
以
外
の
受
賞
者
は
次
の

通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

�
一
般
部
門
﹇
ス
ト
ー
リ
ー
マ

ン
ガ
の
部
﹈
▽
最
優
秀
作
品
賞
・

水
島
新
司
賞
　
鈴
木
有
布
子
（
北

海
道
）
▽
佳
作
　
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｉ
（
北
海
道
）
、
山
上
超
夢

（
五
十
嵐
東
2
）
▽
入
選
　
井

上
孝
夫
（
神
奈
川
県
）
、
沙
神

那
柯
（
神
奈
川
県
）
、
桜
き
ん

ぎ
ょ
（
豊
栄
市
）
、
秋
津
銀

（
四
ツ
屋
町
３
）
、
海
野
な
み

小
山
良
夫
（
六
日
町
※
２
作

品
）
、
坪
内
明
子
（
東
京
都
）
、

蓮
賀
ま
さ
と
き
（
大
分
県
※
２

作
品
）、
丸
山
健
（
東
京
都
）

�
中
学
・
高
校
生
部
門
▽
最
優

秀
作
品
賞
　
裕
イ
オ
ノ
（
東
石

山
中
２
年
）
▽
佳
作
　
最
上
真

理
恵
（
松
浜
中
２
年
）
▽
審
査

員
特
別
賞
　
湯
ノ
熊
う
い
（
五

泉
高
３
年
）
、
金
子
理
沙
（
赤

泊
村
赤
泊
中
２
年
）
▽
入
選

林
紘
子
（
敬
和
学
園
高
２
年
）、

夫
人
。（
東
新
潟
中
２
年
）、
豊

岡
彩
夏
（
同
）
、
渡
辺
愛
（
新

津
市
新
津
第
一
中
２
年
）、
山
田

彩
子
（
三
条
東
高
１
年
）、
わ
し

（
新
潟
明
訓
高
３
年
）、
丸
美
甘

（
松
浜
中
３
年
）
、
井
越
里
美

（
同
2
年
）、
江
口
貴
恵
（
同
）、

彩
谷
薫
（
同
１
年
）
、
渡
部
真

里
（
高
志
高
１
年
）、
花
形
真
雪

（
同
）、
古
俣
あ
や
ね
（
関
屋
中

３
年
）
、
ぱ
く
ピ
ー
コ
（
白
根

市
新
飯
田
中
１
年
）
、
安
糖
な

つ
こ
（
新
潟
南
高
２
年
）、
東
亜

鋭
理
（
同
）、
霧
島
雫
（
沼
垂
高

２
年
）
、
星
野
さ
く
ら
（
同
）
、

北
野
市
嘉
（
同
３
年
）
、
仲
井

理
緒
（
南
城
高
３
年
）
、
佐
藤

絵
里
子
（
白
新
中
２
年
）
、
岡

崎
京
磨
（
赤
泊
村
赤
泊
中
２

年
）
、
永
木
百
合
子
（
新
津
高

３
年
※
３
作
品
）
、
Ａ
Ｙ
Ａ

（
新
潟
中
央
高
３
年
）、
な
み
た

ろ
う
（
岡
山
大
学
付
属
中
３
年
）、

山
の
お
や
じ
（
鳥
屋
野
中
３
年
）、

七
星
☆
来
夢
（
木
戸
中
２
年
）、

風
間
美
穂
（
亀
田
町
亀
田
西
中

２
年
）
、
長
月
光
華
（
黒
埼
中

３
年
）
、
菅
原
凛
一
（
中
条
高

３
年
）、
気
楽
（
小
新
中
２
年
）、

有
栖
川
翔
（
濁
川
中
３
年
）
、

呂
協
羊
毛
（
兵
庫
県
神
戸
野
田

高
２
年
）
、
澤
村
あ
い
む
（
山

の
下
中
２
年
）
、
新
ニ
ャ
ン
ダ

バ
（
新
津
市
新
津
第
五
中
１
年
）、

平
野
な
お
子
（
新
潟
高
１
年
）、

沢
生
夏
実
（
巻
町
巻
東
中
1
年
）

�
テ
ー
マ
部
門
▽
最
優
秀
作
品

賞
　
も
み
あ
げ
る
（
曽
野
木
１
）

▽
佳
作
　
エ
グ
チ
タ
カ
ユ
キ

（
五
泉
市
）
▽
入
選
　
驢
馬

（
埼
玉
県
）、
白
石
恭
子
（
国
際

情
報
高
１
年
）

�
小
学
生
部
門
▽
最
優
秀
作
品

賞
　
森
野
ミ
ズ
キ
（
長
野
県
中

野
小
５
年
）
▽
佳
作
　
小
日
向

瞳
（
南
万
代
小
５
年
）
▽
入
選

宮
枝
恭
（
内
野
小
６
年
）、
４
人

姉
妹
（
松
浜
小
６
年
）、
佐
々
木

理
沙
（
東
中
野
山
小
５
年
）、
フ

ラ
ワ
ー
（
坂
井
輪
小
５
年
）、
７

☆
（
同
）、
青
森
林
檎
（
新
潟
小

６
年
）、
高
山
零
（
大
形
小
６
年
）、

平
田
栄
美
（
丸
山
小
５
年
）、
わ

た
よ
（
牡
丹
山
小
６
年
）、
け
だ

も
の
さ
ん
（
五
十
嵐
小
４
年
）、

水
咲
出
雲
（
同
５
年
）、
に
し
の

し
ゅ
う
（
鏡
淵
小
４
年
）、
安
田

五
郎
（
東
曽
野
木
小
５
年
）、
ケ

ロ
カ
（
山
田
小
６
年
）
、
山
野

麻
子
（
聖
籠
町
山
倉
小
６
年
）

木
村
み
や
こ
（
新
通
小
６
年
）、

大
竹
さ
く
ら
（
同
）
、
ｂ
ｙ
う

な
ぎ
（
青
山
小
６
年
）、
こ
〜
じ

（
上
越
市
春
日
小
５
年
）、
Ｙ
Ｅ

Ａ
Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｈ
Ａ
（
竹
尾
小

３
年
）、
雪
見
だ
い
ふ
く
（
鳥
屋

野
小
４
年
）、
ミ
ス
タ
ー
・
ジ
ャ

ビ
ッ
ト
（
赤
塚
小
４
年
）、
縹
蘇

芳
（
新
潟
大
学
付
属
小
６
年
）、

菊
地
翔
平
（
坂
井
東
小
６
年
）

問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課

（
�
内
線
２
１
５
４
）
へ

作
品
に
目
を
通
す
水
島
新
司
さ
ん

（
沼
垂
東
4
）、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
五
十

嵐
３
の
町
）、
滝
田
祐
治
（
東
京

都
）、
徳
永
久
志
（
小
須
戸
町
）、

鮎
川
り
ょ
う
こ
（
福
岡
県
）
、

の
な
か
ふ
く
お
（
大
阪
府
）
、

城
島
智
樹
（
福
岡
県
）、
ス
ロ
ー
・

ハ
ン
ド
（
東
京
都
）、
佐
藤
真
一

（
中
野
山
4
）、
山
　
栄
紀
（
吉

田
町
）

﹇
コ
マ
マ
ン
ガ
の
部
﹈
▽
最
優

秀
作
品
賞
・
魔
夜
峰
央
賞
　
相

澤
拓
（
東
京
都
）
▽
佳
作
　
田

中
裕
介
（
新
津
市
）
▽
入
選

各
家
庭
で
火
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時

期
、
火
災
発
生
の
危
険
が
増
大

し
ま
す
。

今
年
の
火
災
の
発
生
原
因
で

最
も
多
い
の
は
放
火
（
疑
い
も

含
む
）
で
12
件
。
次
い
で
ス
ト

ー
ブ
10
件
、
た
ば
こ
９
件
、
こ

ん
ろ
６
件
と
な
っ
て
お
り
、
放

火
を
除
く
と
取
り
扱
い
時
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
す
る
と
、
財
産

だ
け
で
な
く
尊
い
人
命
も
失
い

か
ね
ま
せ
ん
。
「
安
全
都
市
に

い
が
た
」
を
目
指
す
に
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
大

切
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、
万
が
一
に
備
え
た
消
火

器
の
手
入
れ
や
、
降
雪
時
に
は
、

消
火
栓
の
周
囲
の
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

�
家
庭
で
で
き
る
火
災
予
防

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
つ
け

た
ま
ま
給
油
を
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

・
こ
ん
ろ
の
周
囲
は
整
理
し
、

こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必

ず
火
を
消
す

・
寝
た
ば
こ
は
し
な
い

・
こ
ま
め
に
コ
ン
セ
ン
ト
、
プ

ラ
グ
の
ほ
こ
り
を
取
る

問
い
合
わ
せ

消
防
局
予
防
課

（
�
２
２
３
・
９
２
３
３
）
へ

自
慢
の
一
芸
を
テ
ル
サ
の
大
舞

台
で
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
21
日
午
後
１
時
半

か
ら
（
舞
踊
・
ダ
ン
ス
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
）
、
24
日
午

後
１
時
か
ら
（
ポ
ッ
プ
ス
＆
ロ

ッ
ク
バ
ン
ド
）

対
象

①
舞
踊
・
ダ
ン
ス
８
団

体
、
②
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

４
団
体
、
③
ポ
ッ
プ
ス
＆
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
10
団
体

申
し
込
み

１
月
15
日（
必
着
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
鐘
木
１
８

５
・
１
８
、
同
館
（
�
２
８
１
・

１
８
８
８
）
へ

※
個
人
の
出
演
は
不
可
。
応
募

多
数
の
場
合
抽
選

関東高等学校演劇研究大会～新潟会場
日時 12月26日午前９時25分～午後６
時10分、27日午前10時～午後４時50分
会場 りゅーとぴあ劇場
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 吉田商業高校・鶴巻（�
0256-93-5457）へ

電話加入権の公売
日時 12月18日午前10時から
会場 市役所本館502会議室
持ち物 印鑑
※入札により公売、買受代金は当日午前
11時までに現金で納めてください
問い合わせ 納税課（�内線2366）へ

ウ
エ
ル
カ
ム
に
い
が
た
！
２
０
０
２

“市
民
歓
迎
プ
レ
ー
ト
”
好
評
受
付
中

問
い
合
わ
せ

同
事
務
局
（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
総
合
対
策

室
内
�
内
線
２
１
８
６
）
へ

不要衣料品の提供をお願いします
ウエス（機械の油拭き）用の、綿素材

の古着の提供をお願いします。
問い合わせ もぐら工房（�260-3700）へ


